
Ⅱ 賑わう「都」をつくる

～奈良が有する自然・歴史・文化資源を活用し、
観光産業を振興する～
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Ｒ４予算案 359,263千円 ［債務負担行為 500,000千円］

Ⅱ 賑わう「都」をつくる ３ 滞在型観光の定着

(９) ホテル誘致

○上質なホテルを誘致し、滞在型観光をより一層推進
・補助要件：①客室数30室以上または収容人員100人以上

②投資額５億円以上（南部地域・東部地域は３億円以上）
・補 助 率 ：投資額の５％
・補助上限：２億円（客室数100室以上、かつ、客室平均面積20㎡以上の場合）

１億円（客室数30室以上、または収容人員100人以上の場合）

○ 「奈良の宿泊施設育成支援資金」（制度融資）を利用した宿泊施設事業者に対し利子補給補助

○ 奈良公園観光地域活性化総合特区内における宿泊施設の新設等に対し利子補給補助

○ジェトロ奈良事務所と連携し、国内外のホテル事業者の招聘や他府県における誘致状況を調査

民間事業者 宿泊施設等の整備
県 土塀修景整備、吉城園主棟等の耐震改修、遊歩道整備等

交流施設の出入口

宿泊施設の出入口
交流エリア
宿泊エリア

宿泊施設の整備イメージ

○アクセス道路を整備する奈良市への支援

○ＳＰＣによる耐震改修事業への支援

○奈良市と連携しゲートウェイとなる沿道整備

○ホテル整備に対する支援
（Ｒ５予算計上予定）

・国の「総合特区支援利子

補給金制度」に上乗せして

利子補給を実施

旧奈良監獄ホテルのイメージ

（法務省より提供）

①ホテル誘致の推進 （50,953千円 Ｒ５～９債務負担行為500,000千円）

②吉城園周辺地区 （275,000千円） ③旧奈良監獄 （33,310千円）

(１) 宿泊施設立地促進補助 （Ｒ５～９債務負担行為500,000千円）

(２) 宿泊施設の事業転換や増改築等への支援 （22,280千円）

(３) 国の「総合特区支援利子補給金制度」への上乗せ支援 （27,773千円）

(４) ホテル誘致の推進 （900千円）

＜問い合わせ先＞
①③（うちホテル整備に対する支援に関すること） 産業・観光・雇用振興部 企業立地推進課 吉田課長補佐（内線３５８５）
②③ 地域デザイン推進局 奈良公園室 丸山室長補佐（内線４３３４） 19



Ⅱ 賑わう「都」をつくる ３ 滞在型観光の定着

（１０） 奈良県コンベンションセンターを活用した観光振興

①施設の運営に加え、国際会議や医学学会等ＭＩＣＥの誘致推進や、
賑わいの創出など

②天平広場における奈良の食材を使った飲食の提供
③NHK奈良放送局、JWマリオット・ホテル奈良などと連携したイベントの開催
④ Wi-Fi 環境の強化、煌びやかなイルミネーションなど季節に応じた空間の演出
⑤ 夏・冬休みにスケートリンクを設置

⑥ビジターズビューローと連携した学会の誘致
⑦奈良を代表する施設、企業等と連携したユニークベニューの開発
⑧県内ＭＩＣＥ事業者に向けたセミナー、意見交換会の開催

⑨国内外のMICE商談会、見本市への出展によるＰＲ
⑩「２０２３年 G７関係閣僚会合」などの大規模国際会議の誘致

⑪ 大規模コンベンションの開催助成
上限150万円（国際会議：登録人数 500名～ →50万円、750名～ →100万円、1,000名～ →150万円）
上限75万円（国内会議：登録人数 ハイブリッド会議 250名～ →15万円、

500名～ →25万円、750名～ →50万円、1,000名～ →75万円）
⑫ 国内コンベンション（中・小規模）の開催助成 上限10万円（登録人数 200～499名）
⑬ アフターコンベンションの開催助成

上限20万円（アトラクション、エクスカーション及び体験プログラム、
ハイブリッド会議 ）

⑭コンベンションセンターを主会場としてUNWTO世界フォーラムを開催
⑮世界フォーラムを契機とし、ガストロノミーツーリズムを県内外に浸透させる取組を実施 奈良県コンベンションセンター外観

コンベンションホール

１．コンベンション施設の運営（SPC） （132,727千円）

２．賑わいの創出、ＭＩＣＥの誘致推進（県） （291,697千円）

(１) 賑わい創出と利便性の向上 （68,800千円）

(２) ＭＩＣＥ“誘致力”の向上 （3,873千円）

(３) 大規模MICEの誘致推進 （5,467千円）

(４) コンベンション開催誘致の強化 （11,027千円）

(５) ガストロノミーツーリズムの推進（世界フォーラムの開催） （203,510千円）

スケートリンク（イメージ）

Ｒ４予算案 425,404千円

＜問い合わせ先＞
①～⑨、⑪～⑮ 観光局 ＭＩＣＥ推進室 大久保室長補佐（内線２１５３）、田中室長補佐（内線２５９５）
⑩ 知事公室 国際課 伊豆藏課長補佐（内線２１５１） 、観光局 ＭＩＣＥ推進室 大久保室長補佐（内線２１５３） 20



Ｒ４予算案 1,734,450千円

奈良県観光総合戦略（～2025年度）の実現推進

・市町村、観光協会、ＤＭＯ、観光関連事業者、住民等が参画
する地域の対話の場づくり
・地域の課題に応じた取組への専門家派遣

・ 地域の核となる人材育成支援のため
の学びの場づくり、交流の場（プラットフォーム）づくり
・ 地域観光の課題解決に向けたシンポジウム、技術的・
専門的な研修会の開催

（１）市町村、事業者等との対話による観光総合戦略の
実現推進

（２）観光産業人材の育成強化

④ 奈良の多様な魅力の発信 （202,500千円）

（２）ガストロノミーツーリズムの推進

（１） 奈良県観光総合戦略推進補助金を創設し、観光
総合戦略に基づく魅力の磨き上げに資する取組を
支援（30,000千円）

・「春のいまなら。キャンペーン2022」を含め、感染状況を

勘案しながら、年度を通じたキャンペーンを展開

・平日宿泊を優遇し、宿泊需要を平準化

・ワクチン接種済証や陰性証明等の活用

・タクシー事業者や市町村観光協会と連携し、タクシー利用
型に適した観光地づくりを推進

（１）いまなら。キャンペーン（県内宿泊等促進キャンペーン）

（２）二次交通を活用した周遊型観光の促進

・歴史文化資源等を活かした観光商品の開発

・宿泊施設・観光スポットのバリアフリー化

・地域素材、食材を活用した土産物、メニューの開発

・ワーケーションの環境整備 ・観光産業人材の育成

・多言語化観光案内標識整備 など

・コンベンションセンターを主会場としてUNWTO世界フォーラム
を開催

・世界フォーラムを契機とし、ガストロノミーツーリズムを県内外
に浸透させる取組を実施

（１）首都圏や県内を中心に積極的な広報・宣伝を展開

・「壬申の乱1350年」や、ガストロノミーツーリズムを核に交通

事業者と連携し、首都圏や県内に向け積極的な広報活動

・鉄道事業者と連携して、奥大和地域の魅力を発信する宿泊

旅行商品を造成・ＰＲ

① 観光振興の土台づくり （23,940千円） ② 自然・歴史・文化資源や食の魅力の創出と
磨き上げ （233,510千円）

③ 快適な滞在環境整備の推進 （1,274,500千円）

Ⅱ 賑わう「都」をつくる ４ 魅力ある観光地づくり

(１１) 奈良県観光総合戦略の実行

＜問い合わせ先＞
①～③ 観光局 ならの観光力向上課 浅葉主幹（内線２６０８）、片山課長補佐（内線２５８８）

MICE推進室 田中室長補佐（内線２５９５）
④ 観光局 観光プロモーション課 辻課長補佐（内線２５８１）
知事公室 奥大和・移住交流推進室 桐山室長補佐（０７４４－４８－３０１６）

(5) 宿泊施設の
質と量

(Accommodation)

(1) 観光振興の
土台づくり

(Administration)

(2) 自然・歴史・
文化資源の活用
(Attraction)

施
策
の
柱

「いつ来ても快適な観光地・奈良」総 合 「ここにしかない魅力であふれる観光地・奈良」 「選ばれる観光地・奈良」

(3) 楽しむ
(Amusement)

(4) 食の魅力
(Appetite)

(6) 滞在環境の
快適性
(Amenity)

(7) 便利な交通・
道路体系

(Access)

(8)プロモーション
の強化

(Appeal)

地域における対話の場

21



○鹿苑の整備 Ｒ４：シェルター南棟建築工事等・中央造成工事

○奈良公園内の移動円滑化の社会実験

Ｒ４：実用化に向けた採算性の分析等

○猿沢池周辺地区の水環境の改善
Ｒ４：猿沢池の流入量増加による水質改善

鷺池の浚渫等による水質改善

○春日山原始林の保全、
植栽の整備

○奈良公園バスターミナル
周辺の遊歩道整備 等

Ⅱ 賑わう「都」をつくる ４ 魅力ある観光地づくり

(１２） 奈良公園中枢地プロジェクト（文化ゾーンの魅力向上と公園内の環境整備）

Ｒ４予算案 1,666,601千円、Ｒ３・２月補正予算案 12,050千円

②旧奈良監獄 （33,310千円）

旧奈良監獄ホテルのイメージ

（法務省より提供）

○奈良市によるアクセス道路整備への支援

○ＳＰＣによる耐震改修への支援

○奈良市と連携しゲートウェイとなる

沿道を整備
○ホテル整備に対する支援

（Ｒ５予算計上予定）

国の「総合特区支援利子補給金

制度」に上乗せして利子補給を実施

①吉城園周辺地区 （275,000千円）

事業者(森トラスト)：宿泊施設等の整備

県 ：土塀修景整備、吉城園主棟等の

耐震改修、遊歩道整備等

宿泊施設の整備イメージ

鹿苑の整備イメージ

⑤ぐるっとバス・パークアンドバスライドの運営
（227,300千円）

④奈良公園バスターミナルの運営 （345,620千円）

○奈良公園バスターミナルの交通運営・施設運営

○高畑駐車場、大仏殿前駐車場、登大路駐車場、
奈良めぐり平城宮跡前駐車場
の運営（R3.10～）

○賑わい創出イベントの開催、

ﾚｸﾁｬｰﾎｰﾙ等の利用促進

○奈良中心市街地の観光地等を巡る「ぐるっとバス」の運行

○パークアンドバスライド等の実施

奈良めぐり平城宮跡前駐車場

⑥文化会館の整備 （149,740千円）

○耐震改修 小ホール新築等
全面リニューアル
・基本・実施設計業務

Ｒ３．９～Ｒ４．１１
・工事 Ｒ５～８
・リニューアルオープン Ｒ８

⑦奈良公園内における文化の展示力向上（18,071千円）

○甍別館を活用した展示内容や運営方針を検討

○WEB等を活用して、文化施設の企画告知や奈良公園内
の文化解説を充実

奈良県文化会館の整備イメージ

１．エリアの魅力向上に資する環境整備 （925,870千円 Ｒ３・２月補正予算案 12,050千円）

③奈良公園・猿沢池のアメニティ向上
（617,560千円 Ｒ３・２月補正予算案 12,050千円）

３．文化ゾーンの魅力向上 （167,811千円）２．交通改善・ぐるっとバス運営 （572,920千円）

＜問い合わせ先＞ ①②③④ 地域デザイン推進局 奈良公園室 丸山室長補佐 （内線４３３４）
② 産業・観光・雇用振興部 企業立地推進課 吉田課長補佐（内線３５８５） （ホテル整備に対する支援に関すること）
⑤ 県土マネジメント部 道路建設課松田主幹（内線４１４１）
⑥⑦ 文化・教育・くらし創造部 文化振興課 中村課長補佐（内線２１５２） 22



Ⅱ 賑わう「都」をつくる ４ 魅力ある観光地づくり

(１３) 大宮通り・近鉄奈良駅周辺の景観・環境整備

主な取組 ２ 歓迎文字の工夫 ３ 地域の方々と協働

（街路樹イルミネーションの
光量増量）

（西方寺の白壁の
ライトアップ）

（JR高架橋のウエルカム
サインの充実）

（旧知事公舎の築地塀の
ライトアップ）

１ イルミネーションの充実

（協働作業の様子）

Ｒ４予算案 98,000千円

１．奈良の玄関口である大宮通りの景観整備 （63,000千円）

① 植栽や花壇整備等により、花と緑で来訪者をもてなす道路空間を創出するとともに、街路樹等に
イルミネーションを設置

２．近鉄奈良駅周辺の環境整備 （35,000千円）

② 駅前にふさわしい空間整備のための広場の基本設計の実施・建物の基本計画の策定
③ 交通事業者や地元商店街、自治会等との勉強会を開催
・ 有識者を講師に招き、目指すべき近鉄奈良駅周辺の環境や空間設計の検討

整備イメージ

＜問い合わせ先＞ ① 県土マネジメント部 道路保全課 辻井主幹（内線４１５２）
②③ 地域デザイン推進局 奈良公園室 丸山室長補佐 （内線４３３４） 23



１．朱雀大路東側の整備 （372,598千円、Ｒ５債務負担行為 9,500千円）

“奈良時代を今に感じる”歴史文化体験と交流の舞台となる「歴史体験学習館」の整備を推進

①歴史体験学習館整備に向けた基本設計等の実施
・コンテンツ基本設計
・遺産影響評価（ＨＩＡ）の実施
・歴史体験学習館整備検討委員会の
運営 等

②用地関係
・用地取得、文化財発掘調査
・事業用地の維持管理

Ｒ４予算案 712,769千円 ［債務負担行為 34,200千円］

Ⅱ 賑わう「都」をつくる ４ 魅力ある観光地づくり

（１４） 平城宮跡歴史公園の整備

Ｒ４

スケジュール

奈良時代の
文化・くらし

（文化・くらし体験
エリア）

正倉院の宝物
（宝物体験エリア）

平城京へと
つながる歴史

（歴史体験エリア）

施設配置と建物の考え方

２．平城宮跡南側の整備 （152,273千円、Ｒ５債務負担行為 24,700千円）

平城京のスケールを感じながら、憩いくつろげる快適空間を整備

①公園整備計画の策定等
・整備検討委員会の運営、計画策定

②諸整備等の推進
・工事（一次造成、交差点部）
・文化財発掘調査
・施設設計
・民間活力の導入に向けた検討

③事業用地の維持管理

天平祭・夏 天平祭・秋

３．平城宮跡におけるにぎわい創出 （187,898千円）

一層のにぎわいと誘客促進に向けて、季節ごとに魅力ある催しを展開

・平城京天平祭（春） 天平行列、こども行列 ほか
・天平たなばた祭り（夏） 光と灯りの演出、七夕行列 ほか
・みつきうまし祭り（秋） 古代行事の再現、花の展示 ほか
・第33回全国「みどりの愛護」のつどい （Ｒ４春予定）

基本設計、遺産影響評価の実施
用地取得、文化財発掘調査

建築工事、展示工事

詳細設計、遺産影響評価の実施
用地取得、文化財発掘調査

Ｒ５

Ｒ６
～７

スケジュール

Ｒ５

公園整備計画の策定、
施設設計、一次造成工事、

文化財発掘調査
Ｒ４

施設設計、造成工事

Ｒ６～ 造成施設工事、便益施設工事

多目的エリア

朱
雀
大
路
保
全
エ
リ
ア

＜問い合わせ先＞
地域デザイン推進局 平城宮跡事業推進室 出井主幹（内線２６９１） 24



Ｒ４予算案 689,850千円 ［債務負担行為 2,100,000千円］、Ｒ３・２月補正予算案 42,000千円

「公共交通の結節機能」、「地域観光のゲートウェイ機能」、「地元農産物の直売所などの地域振興機能」、
「防災機能」 を備えた施設として、中町「道の駅」を整備

・令和５年度供用開始に向け、中町「道の駅」の造成工事及びレストランやカフェ、直売所等の建築工事に着手
・施設の運営管理を担う指定管理者の決定

Ⅱ 賑わう「都」をつくる ４ 魅力ある観光地づくり

（１５） 中町「道の駅」の整備

【完成イメージ】

中町「道の駅」のレイアウト

バスターミナル方面から道の駅を望む

一般駐車場から西側の眺望を望む

北西棟

（カフェ・交流スペース等） 南棟

（レストラン・農産物直売所）

南棟

（農産物直売所・レストラン）

北東棟

（情報発信施設・トイレ）

②

①

②

Ｒ５

造成工事、建築工事
指定管理者選定・協定締結

Ｒ４

建築工事・開業準備
⇒Ｒ５年度内オープン

スケジュール

令和４年度の取組

＜問い合わせ先＞

県土マネジメント部 道路建設課 松田主幹（内線４１４１） 25



Ｒ４予算案 303,199千円 ［債務負担行為 40,000千円］、Ｒ３・２月補正予算案 5,200千円

Ⅱ 賑わう「都」をつくる ４ 魅力ある観光地づくり

（１６） 自転車の周遊環境整備と安全利用

奈良県の自転車利用ネットワークの状況

「奈良県自転車活用推進計画(令和２年３月策定)」 に基づき、

県内に点在する観光拠点との周遊を促進

・ 「世界遺産周遊サイクルルート」 の設計・整備

・ 京都、奈良、和歌山を結ぶ「京奈和自転車道」等の

走行環境の改善

・ 自転車通行空間の整備

・ HPやSNSを活用し、サイクルルートの魅力を発信

・ 休憩所や駐車場、宿泊施設等との官民連携の推進

・ 自転車条例の普及と定着に向けて、継続した広報

啓発、ＳＮＳによる情報発信、交通安全教育を実施

奈良県自転車条例啓発ポスター

① 自転車利用ネットワークの構築等
（302,450千円、Ｒ５債務負担行為 40,000千円、R３・２月補正予算案 5,200千円）

② 自転車条例の周知・普及を図り、自転車の安全で適正な利用促進等

を推進 （749千円）

京奈和自転車道 サイクルフォトシェア公式HP

＜問い合わせ先＞ ① 県土マネジメント部 道路建設課 松田主幹（内線４１４１）
② 知事公室 安全・安心まちづくり推進課 徳丸課長補佐（内線２１２８） 26



Ⅱ 賑わう「都」をつくる ５ 魅力向上・発信

（１７） 食の振興

④ 新 「ミシュランガイド奈良2022特別版」の活用

⑤ 県内オーベルジュでのファムトリップ、ジャーナルの発行
⑥ 奈良のおいしい「食」の魅力を発信するイベントの開催
⑦ 新 おいしい県産食材の活用促進

⑧ 県産食材を活用する奈良フードフェスティバルの開催を支援

⑨ 世界的に著名なスペインの料理専門大学（ＢＣＣ）との連携協定締結
⑩ ＢＣＣから講師を招へいし、特別講義等を実施

⑪ コンベンションセンターを主会場としてUNWTO世界フォーラムを開催
⑫ 世界フォーラムを契機とし、ガストロノミーツーリズムを県内外に浸透させる取組を展開

⑬ 新 NAFIC附属セミナーハウスやなら歴史芸術文化村で食と農の魅力を発信

① 奈良県プレミアムセレクト（イチゴ、柿、梨）を、東京の老舗果物専門店等でＰＲ
② 県アンテナショップでプレミアム古都華を使ったスイーツを販売、SNSを活用した情報発信

③ ショップやレストラン「ＴＯＫｉ」を活用した食のブランド力発信イベント等の開催

１．奈良の食のブランド力の強化 （26,133千円）

(1)奈良県農畜水産物ブランド認証の推進 （1,614千円）

(2)奈良まほろば館での県産食材のブランド力発信 （24,519千円）

(1)県内飲食店の魅力発信 （38,500千円）

(2)奈良のおいしい食の魅力創造・発信 （15,064千円）

(3)奈良フードフェスティバルの開催 （4,500千円）

(4)NAFICとBCCとの連携を推進 （7,770千円）

(6)食と農の魅力発信・地域活動の支援 （10,500千円）

東京・まほろば館でのPR

「食」イベントの開催

BCCから
講師を招へい

オーベルジュでのファムトリップ

UNWTO世界フォーラム
©World Tourism Organization(UNWTO)

Ｒ４予算案 305,977千円

279,844２．奈良の食を楽しむ機会の拡大 （279,844千円）

(5)ガストロノミーツーリズムの推進（世界フォーラムの開催） （203,510千円）

＜問い合わせ先＞
食と農の振興部 ①②農業水産振興課 平主幹（内線3841）

④～⑧、⑬豊かな食と農の振興課 吉田参事（内線3811) 、⑨⑩福永課長補佐（内線3818）
観光局 ③観光プロモーション課 辻課長補佐（内線2581）

⑪⑫ＭＩＣＥ推進室 田中室長補佐（内線2595） 27



Ⅱ 賑わう「都」をつくる ５ 魅力向上・発信

（１８） 海外・東京プロモーションの展開

Ｒ４予算案 410,720千円

○「壬申の乱1350年」や、ガストロノミーツーリズムを核に、
交通事業者と連携し、首都圏を中心に県内や周辺エリ
アに向けた広域的な広報活動を展開

・鉄道駅等を活用した広報

・ＪＲ東海やＪＲ西日本のキャンペーン

との連携

・ツーリズムエキスポ等の旅行博でのPR

・壬申の乱1350年を活用した周遊プロモ

ーション

・首都圏や県内のレストランと連携した

奈良の食と観光の魅力発信

・メディアやSNS等を活用したガストロ

ノミーツーリズムのＰＲ

○ポストコロナ時代に対応した誘客プロモーションに
よる外国人旅行者の取込強化

・ＳＮＳを活用した継続的な情報発信

・海外旅行会社やメディアへのセールス、デジタルを活
用した情報発信

・訪日教育旅行誘致コーディネーターとの連携

・コンテンツの掘り起こし
やファムトリップの実施

・知事によるトップセールス

①旬の情報や社寺等と連携した講演会・セミナーの

開催

②食や特産品等の魅力を伝える

販売会等の実施

③ 開館一周年記念

プロモーション ・イベ

ントの開催

④大型ビジョンにより、

奈良の奥深い魅力を

迫力ある映像で発信

令和3年度「聖徳太子没後
1400年」観光キャンペーン

【正面エントランス】

○鉄道事業者と連携して、奥大和地域の魅力を発信す
る宿泊旅行商品を造成・ＰＲ
連携先 近畿日本鉄道（株）、西日本旅客鉄道（株）
内 容 ・駅構内でのイベント開催

・魅力発信ポスターの駅掲出
・奥大和地域への旅行商品の造成

１．観光誘客の強化、周遊・滞在型観光の推進
（20,188千円）

２．奈良の多様な魅力の発信
（182,500千円）

３．「奈良まほろば館」での奈良の魅力発信
（188,032千円）

４．鉄道事業者と連携した奥大和の魅力発信
（20,000千円）

＜問い合わせ先＞
①～③観光局 観光プロモーション課 辻課長補佐（内線２５８１）
④ 知事公室 奥大和・移住交流推進室 桐山室長補佐（０７４４－４８－３０１６） 28


